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　今年度の上廣倫理研究部門は、国内外の研究者や学生が行き交うハブ拠点と

しての役割をさらに発展させました。国際会議の開催をはじめ、オーストラリアや

イギリスからのインターン生、ベルギーからの研究者、国内の共同研究者を迎え、

活発な学術交流を実現しました。また、新たな研究員の着任や研究成果の出版、

他大学への栄転など、人材育成の面でも着実な成果を上げています。こうした

活動を通じ、当部門が生命倫理学の拠点として広く認識されつつあることを実感

しています。これもひとえに、日頃より当部門を支えてくださる皆様のお力添えの

おかげです。皆様の温かいご支援に深く感謝しながら、今後も研究・教育活動

に励んでまいります。

　京都大学iPS細胞研究所（Center for iPS Cell Research and Application：CiRA）には5つ

の研究部門があり、基礎から応用まで一貫してiPS細胞の実用化のための研究を進めています。

　上廣倫理研究部門では、iPS細胞研究や再生医療に伴う倫理的、法的、社会的な課題を整理し、

その対処法を検討し、成果を情報発信しています。

京都大学iPS細胞研究所
名誉所長

山中 伸弥

京都大学iPS細胞研究所
所長

髙橋 淳

　京都大学iPS細胞研究所では、2010年の開所以

来、「iPS細胞の臨床応用」という使命のもと、研究

活動を続けてまいりました。この15年間、多くの方々

にご支援をいただき、iPS細胞研究は飛躍的に進展

しました。一方でさまざまな倫理的課題が顕在化し、

この問題に私たちがどう役割を果たすかが問われて

います。

　上廣倫理研究部門は、iPS細胞研究や再生医療

に伴う倫理的・法的・社会的課題に取り組む寄附

研究部門として、公益財団法人上廣倫理財団のご

支援により2013年に設置され、現在第3期目の研究

プロジェクトに取り組んでおります。今後も、生命

科学の新たな知見を得るだけではなく、広く社会に

受け入れられるためにどうあるべきか、生命倫理の

観点から研究や提言、発信、対話を行い、iPS細胞

の医療応用に向けた取り組みをしっかりと支えてい

きます。

部門紹介
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5つの研究部門

未来生命科学
開拓部門

増殖分化機構
研究部門

臨床応用
研究部門

基盤技術
研究部門

　京都大学iPS細胞研究所は、2010年に設立され、

この4月で15周年を迎えました。これまで多くの皆様

からのご支援のお陰で、iPS細胞の医療応用を目指し

た研究を着実に進めてきましたが、臨床研究が進展し

倫理的課題が多様化している状況を考えると、再生・

細胞医療に対する社会の問題意識を把握し、人々が

抱くさまざまな疑問にしっかりと応えていくことがより

一層重要であると考えています。

　公益財団法人上廣倫理財団のご支援により設置さ

れた上廣倫理研究部門では、iPS細胞等に関する倫理

課題研究に積極的に取り組み、社会からの信頼に基

づく研究を行うべく、課題への対処方法等の国内外へ

向けた提言や教育・啓発活動を行ってまいりました。

今後もこれらの取り組みを精力的に行うとともに、国

内外の大学・研究機関と連携しながら、生命倫理分

野における研究・人材育成のネットワークのハブとして、

関連する研究コミュニティを牽引していく所存です。

iPS細胞技術をツールとして
活用することにより、分子細
胞レベルでの新たな生命科
学の分野を開拓する研究を
実施します。

患者さんから提供された細
胞をもとに作製したiPS細胞
を患部の細胞へ分化させて、
病気の原因やメカニズムを
探り、治療薬や治療法を開
発します。

研究所の一部門としての役割を果たしつつ、独立した研究者・チー
ムとして、下の5つのミッションを果たす専門家集団であること、また
生命倫理学の国際的な研究・教育拠点となることを目指しています。

iPS細胞からさまざまな細胞
を分化させるための誘導方
法を確立し、細胞移植治療
法についての効果や安全性
を評価します。

臨床研究用iPS細胞の作製
や臨床応用に必要な法規制
整備の研究に加え、iPS細胞
の品質保証や他の研究部門
を支援する共通基盤技術の
開発を推し進めます。

Shinya Yamanaka Jun Takahashi

京都大学iPS細胞研究所
上廣倫理研究部門　部門長

藤田 みさお
Misao Fujita

一般の方、研究者、行政、メディア等から
寄せられる問い合わせに答えること

倫理的な課題について一般の方に広く知っていただき、
関心をもって考えていただく機会を提供すること

iPS細胞の倫理的課題に関する研究成果を
国際的に発信すること、また国際的に発信できる
研究者を輩出すること

政策や法規制の評価や課題の明確化を行い、
関連省庁へ提言をすること

事実やデータに立脚した建設的な議論をすること、
建設的な議論に役立つデータを継続的に出すこと

初期化

上廣倫理研究部門

倫 理増 殖

臨 床 基 盤
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上廣倫理研究部門を助成支援してくださっている公益財団法人上廣倫理財団は、広義の倫理の研究や教育を新興する目的で1987年に設立され、2013年
に内閣府より公益財団法人として認可を受けました。同財団とiPS細胞研究所は、「iPS細胞を含む再生医療研究を取り巻く倫理的・社会的・法的課題の
解決に向けた積極的な取り組みにより、iPS細胞研究に関する生命倫理学研究の中核拠点となること」を互いに願い、当部門は設置されました。



　10月初旬、京都・嵐山にて、ヒトの発生の初期段階における

生命現象の解明を目的としたAMED-CREST研究プロジェクト

（代表：高島康弘教授）の班会議が開催されました。ヒトの初期

発生に関する研究は、最先端の生命科学として注目されています

が、人の生命の始まりや尊厳について考察する生命倫理とも深く

関わる領域です。当部門からは、藤田、赤塚、奥井が班会議に

参加し、2日間の研究発表やディスカッションを通じて、生命科学

領域の研究室と交流を深めました。

The Uehiro-MCRI-Oxford Conferenceの開催

　9月24日にマードック小児医療研究所主催のもと、京都大学iPS

細胞研究所でThe Uehiro-MCRI-Oxford Conferenceが開催され

ました。この国際会議は、国内外の研究機関に在籍している生命

倫理に関連する分野を専門とする研究者が一堂に会し、研究発表

や意見交換を通じて、倫理研究のコラボレーションを促進すること

を目的としたものです。

　Christopher Gyngell博士（マードック小児医療研究所・オースト

ラリア）が司会進行を務める中、「ヘルスケアと技術革新における倫

理に関する国際的な展望」という会議テーマのもと、当部門からは

部門長の藤田をはじめ、三成、赤塚、高嶋、Gaydarskaが研究発表

を行いました。藤田と赤塚は、iPS細胞等から人工的に作製する生

殖細胞や、人を対象としたゲノム編集の利用に関する意識調査の結

果について、三成は国内におけるゲノム研究推進に対する一般市民

の意識に関する研究について発表しました。また、高嶋は国内の

幹細胞治療等を規制している「再生医療等安全性確保法」の制定

をめぐる歴史的背景や課題について、Gaydarskaはユネスコ宣言

におけるヒトゲノムの社会的評価の変遷について発表しました。

　生命倫理をめぐる問題は、各国の規制や文化、社会状況と切り離

せないものであると同時に、時代や地域を超えて存続しうるもので

もあります。そのため、特定の社会や文化を念頭においたローカル

な視座を大切にすると同時に、国や地域を超えたグローバルな視

座から問題を検討していくことも重要です。今回、国際的な生命倫

理学の研究拠点として名高いモナッシュ大学、オックスフォード

大学、シンガポール国立大学、マードック小児医療研究所、国内か

らは本学をはじめ東京大学や北海道大学、東北大学より研究者を

招聘し、交流できたことは、こうした2つの視座から生命倫理の

問題を見つめ直すための大変貴重な機会となりました。

つ
な
が
る

　新しい科学技術を、社会で適切に活用するためには、研究者のみならず、

さまざまな立場の方との検討が必要です。また、国内のみならず、国際的

な視点での議論も必要不可欠です。

　このため、研究分野や立場、国の内外を超えてつながる機会を積極的

に設けています。

生命科学領域の研究室との交流

　2024年度は、国内外の機関から複数の研究者が来訪されました。

国内からは、阪南大学経営学部の森芳周教授が、iPS細胞研究に

伴う倫理的課題に関する学外研究を行う目的で、2024年4月より

1年間当部門に滞在されました。

　海外からは、ベルギーのKatholieke Universiteit Leuven(KU 

Leuven)からJanos Meszaros博士が2024年10月に来訪し、人工

知能や健康・情報を取り巻く倫理的・法的論点に関して日欧間で

の相違について意見交換を図りました。さらに2023年度に続き、

イスラエルのBen-Gurion University of the NegevからAviad Raz

教授が2025年2月に滞在し、再生医療やゲノム医療といった先端

医科学領域における倫理的・法的・社会的課題について議論を

深めました。

外部機関から来訪された
研究者との交流

Welcome!
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　エクソソームは細胞間の情報伝達を担う微小な粒子で、新たな治療法や診断法の開発が期待されています。

しかし、現在までに厚生労働省が承認したエクソソーム治療は存在せず、その安全性や有効性は十分確立して

いません。アメリカやヨーロッパでは、エクソソームを治療目的で使用する場合、政府の厳格な審査・承認が必

要です。一方、日本には明確な規制がなく、2023年の調査によると669の医療機関が主にアンチエイジングや

育毛、疲労回復を目的にエクソソームを提供していることが明らかになりました。

　このような状況を受け、私たちはエクソソームを用いた治療に関する規制の明確化の必要性を指摘する論文を

発表しました。現行の規制では、エクソソーム治療による患者さんの死亡やがんの増悪といった有害事象が報告

されても、それらを適切に追跡・評価する仕組みがなく、安全性が十分に確保されていません。論文では国際

幹細胞学会が中心となり、患者さんの保護と研究の発展を両立させるため、各国での規制の明確化を推進する

リーダーシップを求めています。こうした国際的な議論を踏まえ、日本においても適切な規制整備を早急に進め

る必要性があります。

　「Good ethics begin with good facts.（よい倫理はよい事実把握から始まる）」

　生命倫理学の草分け的研究拠点、アメリカのヘイスティングス・センターが掲げる

言葉です。私たちは、ここでいう事実把握にあたる実態調査を中心に、さまざまな

研究活動を行っています。iPS細胞研究を医療へつなげていく過程で、どのような

倫理的課題が生じるのかを明らかにし、解決策を検討することが目的です。

自由診療によるエクソソーム治療 SNS分析からみる身体や死をめぐる日本人の価値観

奥井剛 『ハンナ・アーレントの政治哲学の射程
―開発という活動の再考に向けて』

　幹細胞研究等の進展に伴い、研究利用を目的とした死後の組織提供の重要性が増しています。一方で、たと

え科学の発展のためであっても、臓器や組織の一部を利用することに抵抗感のある方もいるでしょう。こうした

研究を進める際には、適切な倫理的配慮のみならず、社会からの理解や信頼を得ることが重要です。そこで、

今日の日本人が身体や死に対してどのような価値観を抱いているのかを探るために、ニュースに関して議論する

際に頻繁に利用されているTwitter（X）やYouTube等のSNS分析を行いました。2つの論文では、「臓器提供」や

「脳死」というキーワードを手がかりに、コミュニケーションの内容や伝達される情報の質、文化的側面につい

て探究しました。

　今日、地球規模で展開されている開発という活動は、私たち人間にとって

何を意味するのでしょうか。開発に付随するさまざまな問題に向き合うた

めには、問題への技術的な対処のみならず、開発そのものの意味を根本的

に問い直す視点が必要です。開発の語源には、覆われた何かを「開示する

こと」という意味があります。本書では「開発」を再考するために、ハンナ・

アーレントの政治哲学を手がかりに「開示すること」がわれわれにとって何を

意味するのかを探求しました。

調
べ
る

　ヒト胚モデル研究は、精子や卵子の受精を経ずに、iPS細胞などを用いてヒト受精卵の初期発生を模倣する

技術であり、ヒト受精卵の代替手法として期待されています。しかし、研究が進むにつれ、本物のヒト受精卵に

近づく可能性があり、その法的・倫理的な位置づけを明確にする必要性が国際的に議論されています。そこで

本論文では、①ヒト胚モデル研究に関する規制の動向、②ヒト胚モデルの法的扱い、③適用される倫理指針の

整理、④長期培養の可否について論じました。近年、ヒト胚モデルを長期培養する研究報告が増えており、研究

の発展を妨げず、同時に濫用を防ぐためのルール整備が急務となっています。

ヒト胚モデルの長期培養

ハンナ・アーレントの政治哲学の射程
開発という活動の再考に向けて（春風社）

出版情報

Vargas Meza X, Oikawa M(2024). JMIR Formative Research, 8: e55797.
Vargas Meza X, Oikawa M(2024). JMIR Formative Research, 8: e54025.

［ 書誌情報 ］

Fujita M, Hatta T, Ikka T, Onishi T (2024). Stem Cell Reports, 19(11). ［ 書誌情報 ］

藤田みさお（2024）. 実験医学, 42（9）.［ 書誌情報 ］
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ヒトゲノムの社会的価値

新メンバー紹介

　2024年に「The interplay of ethics and genetic technologies in balancing the social 

valuation of the human genome in UNESCO Declarations」という論文を発表しました。

本論文では、私たちそれぞれが持つ遺伝情報、つまり「ゲノム」の社会的価値やその価値付

けのあり方を議論しました。今から30年程前、細胞からゲノムという情報を容易に取り出

せなかった頃には、ゲノムの人類としての「共通性」が重視されていました。その後、ゲノムを

容易に扱えるようになるにつれ、個人間や集団・コミュニティ間における「差異性」が著しく

強調されるようになってきています。このようなゲノムの位置づけの変化に対して、差異性

のみならず、「多様性」や「共通性」といった捉え方も重要であることを主張しています。

（Gaydarska）

　2024年4月より、上廣倫理研究部門三成Gに久保田唯史さんが特定研

究員として着任しました。久保田さんは、中央官庁で行政官として勤務す

る傍ら、英国University College Londonにて科学技術社会論の博士号

を取得し、科学技術と社会の適切な関係の在り方を、実務と学術の両面

から探究してきました。

　行政官時代には再生医療研究事業を担当し、iPS細胞研究の推進や社

会的課題の対応に従事しており、その経験も含め、新たな視点からiPS細

胞の医療応用に向けた本部門の活動への貢献が期待されています。

調
べ
る

特定研究員

久保田 唯史
Tadafumi Kubota

細胞の加工と移植

第17回国際生命倫理学会への参加報告

　最近がん等の疾患で注目を集める細胞治療の一つにCAR-T細胞療法があります。この細胞治療では、現在、

患者さん自身の細胞を採取・加工して治療に用いる「自家移植」という方法が採用されています。今後は、他の

方からあらかじめ採取して、加工し保存した細胞を、患者さんの治療として必要な時にすぐに用いることができ

る「他家移植」も行われることが計画されています。しかし「他家移植」の場合には、細胞治療を行う側と、使用

される細胞を提供・準備する側との間にあるつながりが互いに認識されづらくなるといった課題が想定されます。

この懸念への対応として、両者間における緩やかなつながりの存在を社会において啓発していくことの重要性を

論文として取りまとめました。（三成）

　6月3日から6日にカタールで開催された、第17回国際生命倫理学会に参加しました。再生医療の実施に関

する倫理審査をテーマとしたポスター発表を行い、具体的な審査のあり方について等、いくつか質問をいただき

ました。学会全体の印象としては、中東をはじめとしたイスラム圏からの参加者が多く、宗教上の戒律と倫理的

課題の関係について等、新たな学びを得ることができました。欧米型の自律尊重に基づく自己決定よりも、利他

的な意味での善行をより重要視するという考え方が印象的で、国際的な視座の重要性とともに、アジア圏や自国

の文化を背景とした生命倫理のあり方について改めて考える機会となりました。（高嶋）

Andrusier O, Raz A, Minari J (2024). Cell Stem Cell, 31(7). ［ 書誌情報 ］

Gaydarska H, Takashima K, Shahrier S, Raz A, Minari J (2024). European Journal of Human Genetics, 32(6). ［ 書誌情報 ］
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2024年度 スタッフ

インターンシップ生の受け入れ

アートワークショップ

　iPS細胞研究所では、将来、iPS細胞研究に携わる研究者を育成するために、

国内外の大学生や大学院生を対象にした研究インターンシップ制度を設けてい

ます。今年度は、海外の大学から２名の学生が当部門に滞在し、iPS細胞研究の

倫理的課題について以下の研究テーマに取り組みました。

　現在、iPS細胞研究所の１階（１期棟）において、クリエイティブユニット「tupera tupera」の制作した

作品「曖昧で確かなもの」を展示しています。本作品では、「カサネグラフィカ」という特殊印刷技術

が使用されていますので、是非一度ご覧いただければと思います。今年度は、この作品

を主題とした、小中学生を対象とするワークショップ「細胞について想像してみよう！」※１

を企画・開催しました。作品の「鑑賞」のみならず、作品の一部が白抜きにされた用紙

に手を加える「制作」にも触れていただけたように思います。

藤田 みさお
［ASHBi副拠点長兼任］

三成 寿作　

赤塚 京子　

高嶋 佳代　

Hristina Gaydarska

久保田 唯史

Xanat Vargas Meza
［ASHBi特定研究員］

橋本 茜
［医学研究科医学専攻 博士課程］

部門長・特定教授

特定准教授

特定助教

特定研究員

特定研究員

特定研究員

受入研究員

学生

黒田 雅子特定職員

【研究支援スタッフ】【研究者】

小林 ゆかり

田代 亜矢

【事務スタッフ】

派遣職員

派遣職員

奥井 剛 （2024年11月末まで）
【転出メンバー】

受入研究員

宮永 三亜

藤原 優輝

【ASHBiスタッフ】

非常勤研究補佐員

技術補佐員

准教授 丹羽 良太
［所長補佐／ 部門統括監督者］

育
て
る

メ
ン
バ
ー
紹
介

　新しい科学技術が発展していく上では、生命倫理学の

知識を持ち、倫理的課題に対応できる人材も必要とされ

ます。このような観点から、生命倫理学の未来を担う人材

の育成にも取り組んでいます。

グエン・チュア ［メルボルン大学、学部3回生］
「オーストラリアにおける幹細胞治療のマーケティングと広告に関する規制」

※1 京都市青少年科学センターの主催する「未来のサイエンティスト養成事業」夏期講座の一環

守祐香 ［ロンドン大学、学部3回生］
「バイオバンクにおける結果の返却にまつわる課題」

小中学生向けのワークショップ記事  →
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